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	評釈（良い点・説得力が高い点）
	1) 比較軸が適切で、因果のストーリーが作れている
	2) 指標の使い分けが良い（台数・密度・稼働台数）
	3) 各国の“強みの種類”を分けている
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	C) “推定”や“言われ”の箇所があり、根拠の厚みが不均一
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	さらに検討すべき点（追加すると分析が一段深くなる論点）
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	2) 「ロボットの価値の源泉」がハードからソフトへ移る前提の検証
	3) サプライチェーンと地政学（輸出規制・調達制約）の影響を定量化
	4) 「需要側」の分析（ユーザー産業・導入障壁・ROI）を厚くする
	5) 特許は“件数”だけでなく“質”を見る
	6) “日本の勝ち筋”をニッチではなく「設計思想」で描き直す余地
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